












































「複合的結合性」と表現している（トムリンソン. J. 2000, p.15）。これは、情
報技術、輸送技術の発達がもたらした「地球村」（McLuhan. M. 1962, pp.36-
38）という状況や「世界の縮小と、一つの全体としての世界という意識」（ロ






























































る、均質的、普遍的な時間（ハーヴェイ. D. 1999, p.323）、普遍的、均質的、
客観的な空間（ハーヴェイ. D. 1999, p.325）として抽象化され、どちらも効
率的に組織しうるものとの認識を生んだ。そして、この認識が経済、政治













会関係や相互行為が維持遂行される空間である（ギデンズ. A. 1993, p.102）。
「近代性」のグローバル化はこの空間と抽象化システムが普及する過程であ
る。そして、それと共に新たなリスクや危険を生み出す過程なのである（ギ
デンズ. A. 1993, pp.215-218）。
　さらに J.アーリは、時空間は絶え間なく流動する状態にあり、「グローバ
ルな複雑性」を生み出しているとする（アーリ. J. 2014, pp.3-23）。これは、
「複合的結合性」は動きをもったものとなっているとの指摘である。そして
ハーヴェイは、この状況の中で、改めて時空間と場所との関係を問うことの














一つではないとの異論がある（トムリンソン. J. 2000, pp.116-120、Pieterse. J. 
N. 2015, pp.71-72）。グローバル化は複数あるとの指摘もある（Berger. P. L & 
S. P. Huntington  2002）。本稿で留意したいのは、「近代性」が共有されるとし
ても、「合理性」の内容には、科学・技術学の認知的・真理の領域だけでな
く、芸術・自己表出の美の領域、法や倫理の正・善、宗教における聖・俗、




























とが必要である（Held. D. & A. McGrew 1999, p.16、ヘルド. D. 2005, pp.145-





































































（ロバートソン. R. 1997, p.159）4）。そして、のちに、ローカルを越える「グ
ローカル化」をスコットランドのフットボールクラブのファンの北米地域へ





















ツァ. G. 2005, p.4）である。これはM.オジェの「非場所」の考えを展開さ
せた、「非場所」「非モノ」「非ヒト」「非サービス」を下位概念とする（リッ

































































を指摘している（バーク. P. 2012, p.15）。この視点では、文化は「本質」を
持った「純粋」な「閉じた」ものではなく、様々な要素、側面の組み合わせ
からなると理解される。「オリジナル」なものもハイブリッドにつくられる。




















































































































































































































































































































































































































































































































































ブリッド化研究への展開が必要との指摘については、Canclini. N. G. （1995）
xxviii-xxix を参照。
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How to Analyze Movements of Many Cultures in Towns: 
Analysis Framework for Hybridity in Cultural space of Towns
Takashi KURIHARA
The purpose of this paper is to design an analysis framework to research on 
movements of cultures mixed together in the cultural spaces of towns.  At first, I 
point out that it should be considered with regard to globalization, the movement 
of capitalism and consumer culture, the development of science and technology, 
“the time-space compression” and “disembedding”, and also regarding culture in 
towns, differences on space-axis and time-axis.  Then, from views of G.Ritzer’s 
“Globalization of Nothing”, R. Robertson’s “Glocalization” and N. J. Pieterses’s 
“Hybridization”, I derive different thinking on the movement of culture, that is, 
“homogenization”, “multiculturalization” and “hybridization” and also different 
approaches to culture, that is, global, glocal and culture itself.  Furthermore, I 
categorize three patterns of property of culture and seventeen patterns regarding 
glocalization on the thinking of hybridization and perspectives of three theories 
discussed.  And ﬁnally I try to show how we can analyze the cultural spaces in towns 
with these categories and with the three perspectives .
